
子どもの居場所
応援プラザ 情報誌 ぷらざ通信

No.11社会福祉法人

愛知県社会福祉協議会

１月号

2022

コロナ禍の今、必要な子ども食堂の活動

～地域のコミュニティを広げる居場所へ～

今回は、ボランティア団体ビオラ会 代表の横井弘子様にお話を伺いました。

星の宮わいわい食堂は、２０１８年４月に設立されました。

星の宮学区の子ども達への食支援と居場所づくりがしたいと思ったことがきっかけだそうです。

依然、続くコロナ禍の中、子ども達と地域のために、現在も活動を続けています。

（星の宮わいわい食堂 問い合わせ先） 🍊活動場所・活動日🍊

住 所：〒４５２－０９０１ 場 所：愛知県清須市阿原宮東278（阿原公民館）

愛知県清須市阿原宮前２０ 時 間：毎月第4日曜日 11時から

電 話：０５２－４０９－７５７７ 対 象：15歳まで子ども無料。大人300円（全額寄附）

ビオラ会 代表：横井弘子 コロナ対策：お弁当の配布の際には、参加する方々に消

ホームページ有。下記URLよりご覧ください。 毒とソーシャルディスタンスの確保を徹底しています。

HP：https://site.wepage.com/h-waiwaishokudo

星の宮わいわい食堂では、毎月第４日曜日に阿原公民館にて、食事の支援を行ってい

ます。現在はコロナ禍のため、以前のように参加者が室内に集まって会食する形式での

子ども食堂の開催が難しい状況のため、手作りのお弁当などの配布やフードパントリー

に切り替えて、活動を行っています。

令和３年の２月に開催された『あわらふれあい社協まつり』では、カレー２００食の

無料配布を行ったとのことです。

食支援を継続していることで、子どもの参加者が増え、最近では、高齢者の自宅へお

弁当を届ける取組も始めたそうです。

星の宮わいわい食堂は、新しい世帯が増え、子ども達も多くなっているこの地区で

の、地域のコミュニティの輪を広げる役目も担っています。
△手作り弁当を作る女性スタッフ

△フードパントリーに集まった地域の人達

お弁当配布やフードパントリーは、食堂の調理担当の８名と、中学生、

高校生の学生スタッフ３名、男性スタッフ５名の１６名で行っています。

星の宮わいわい食堂、ビオラ会の登録メンバー２０名のうち、１５名が

ボランティアとして支援に参加しています。非常に積極的な参加者が多

く、最近は中学生、高校生の若い世代のボランティアも増えているそうで

す。

コロナ禍の中、体調管理には特に気を付けていて、ボランティアには２

週間の検温・家族の体調調査を行う

他、調理担当者には、半年に１回検

便を実施しているそうです。

△公民館前にて、スタッフで記念撮影☺

星の宮わいわい食堂の食支援、居場所づくりは、コロナ過で必要な活

動です。この活動で、地域で子ども達が健全に育っていくように「星の

宮わいわい食堂」を通じて見守っていきます。

「食を通じて地域の人と触れ合いたい」と思っています。

（星の宮わいわい食堂 横井弘子様）
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🍚🍴＝御礼＝ 餃子の王将「お子様弁当」を無償提供いただきました。🍴🍚

㈱王将フードサービスより、冬休みを中心に、全国の子ども食堂等に「お子様弁当」が無償で提供されまし

た。愛知県社協では、この取組を支援する（一社）全国食支援活動協力会からお話をいただき、12市社協と１団

体に取りまとめをお願いし、県下19店舗の餃子の王将より、45か所の子ども食堂に約4,190個のお弁当を提供い

ただきました。加えて、アサヒ飲料㈱より、お弁当１食にカルピスウォーター１缶を提供いただきました。

ご協力頂きました関係者の皆様に感謝申し上げます。

●提供 ㈱王将フードサービス、アサヒ飲料㈱ ●実施期間 2021年12月20日～28日、2022年1月7日～18日

●取りまとめいただいた社協・団体 12社協（豊橋市、岡崎市、一宮市、春日井市、津島市、西尾市、高浜市、

岩倉市、豊明市、日進市、長久手市）・１団体（あいち子ども食堂ネットワーク）

学生服リユースとＳＤＧｓ ～学生服のお悩みゼロを目指して～

受付期間

情報提供待ってます♪

一宮市にある学生服リユースＳＨＯＰ『さくらや愛知一宮店』の店長荒木様にお話を伺いました。

学生服リユースショップさくらやは、２０１０年に創業し、現在は全国に展開し、６０店舗を構えています。

愛知県内には名古屋店と一宮店の２店舗があり、卒業やサイズアウトなどにより

使用しなくなった学生服（幼稚園、保育園、小学校、中学校、高校）の買い取り・

引き取りを行い洗濯・補修などを経て、店舗にて安価で販売しています。

一宮店ではエリア外の愛知県内の学生服も一部取り扱っているそうです。

洗濯・補修などは、同じ一宮市内の障害者就労施設に委託しており、地域の障害

者の雇用などにも協力・貢献しています。

また、“学生服ツナグプロジェクト”にも参加しており、賛同企業等に学生服回収ＢＯＸを設置し、

不要になった学生服を集めています。回収ＢＯＸに寄せられた学生服は査定を行い、査定金額は

「内閣府子どもの未来応援国民運動」を通じ全額寄付されるそうです。この取組はＳＤＧｓ活動の

一環でもあり、学生服リユースにより捨てられる筈だった学生服の削減につながっています。

“思い出の詰まった学生服…捨てるには忍びない”そんな思いをつないで、

制服を必要とする次の世代にさくらやはバトンタッチしています。

＝荒木店長より＝

さくらやは、「お母さんの家計応援!!」をモットーにしております。購入者の親御さんか

ら喜びの声をいただくことも多く、コロナ禍により家庭環境が変化している方も多いなか

「さくらやがあって、良かった」と言われるお店になりたいです。

△学校別に制服がずらりと並んだ店内

△学生服回収ボックス

【さくらや愛知一宮店 問い合わせ先 （担当：荒木店長）】

住所：〒491-0052 愛知県一宮市今伊勢町新神戸字九反野36-2

☎（0586）82-0883 ✉sakuraya.ichinomiya2020@gmail.com
H P：https://www.seifuku-sakuraya.com/blog/aichi_ichinomiya/

※毎週木曜日から日曜日の12時～18時まで店舗営業（電話で在庫確認要）

△さくらや愛知一宮店

綺麗な空色の外観が目印です。
入口には、とても美味しそう
な今伊勢だんご屋さんが☆


